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藤原仮訳 
 
概要 
 
自然は、人間社会に食物、繊維、清潔な水、健全な土壌、炭素の貯蔵など幅広い恩恵を与

えている。私たちの生活はこれらの「生態系サービス」が継続的に提供されていることに

深く依存しているが、これらのサービスは通常、価格が設定されず市場のない公共財であ

り、現代の経済に組み入れられることが少ない。その結果、生物多様性は低下し、生態系

は継続的に劣化しつつあり、その結果を我々が被る立場にある。 
 
「ミレニアム生態系評価」Millennium Ecosystem Assessment,の中で発展した考えに触発され、

我々の事業、「生態系と生物多様性の経済学(TEEB)」は、生態系サービスの真の経済的価
値についてのよりよい理解を促進し、この価値の適切な評価を行う経済学的ツールを提供

することを目標とする。私たちは、仕事の結果が、生物多様性保護のためのより効果的な

政策と、生物多様性条約の目的達成のために寄与することを確信している。 
 
TEEB は２つのフェースに分かれており、この中間報告はフェーズⅠの結果である。この
結果は、生態系と生物多様性の重要性、そして、現在の悪化の傾向を反転する何からの努

力がなされなかった場合の深刻な事態を描写している。フェースⅡはされにこれを発展さ

せるとともに、正しい政策手段のためにどのようにこれらの知識を使うべきかを示すこと

になる。 
 
フェースⅠ 
 
現代世界は、すでに多くの生物多様性を喪失している。近年の商品と食料価格の圧力は、

この喪失の結果の社会への影響を示している。種の絶滅と生態系の悪化が人類の生存と密

接な関係があるこことから、早急な救済措置が求められている。経済成長と自然生態系の

農業生産への転換は、当然のことながら今後も継続するであろう。我々は、国家と個人の

経済的な発展を図る適法的な施策を否定することはできないし、また否定するべきではな

い。しかしながら、重要なことは、この発展が、自然生態系の真の価値を正しく計測する

ことを保証することである。このことが、経済にとっても環境の管理にとっても中心的課

題である。 



 
この報告書の第１章、２章において、適切な政策がとられなかった場合、現在の生物多様

性の悪化と関連した生態系サービスの喪失の傾向は継続ないし加速し、いくつかの生態系

は修復不可能な破壊に至であろうことを明らかにしている。なにも手段を講じなかったこ

とのコストは、2050年における自然体（Business-as-usual）シナリオによると、以下の深
刻な事態に陥る： 

 2000年時点で残された自然地域の 11%は、農地造成と基盤整備および温暖化のために
喪失する。 

 負荷の少ない農業が行われている農地のうち 40%が集約的農地となり、生物多様性が
喪失する 

 60%の珊瑚礁が、漁業・汚染・疫病・外来種・温暖化による白化などにより、2030 年
までに失われる 

 
地上と海洋における今日の傾向は、生物多様性の喪失が、人類の健康と福祉に対して危険

な段階であること示している。温暖化がこの傾向に拍車をかけている。気候変動と同じよ

うに、生物多様性の喪失の継続によってもっとも影響を被るのは貧困層である。これらの

階層は、政策の誤りと経済分析の欠陥によって悪影響を被っている生態系のサービスに、

最も依存している。 
 
我々の作業の最終目的は、政策決定の中に生態系の価値を組み入れるツールを、政策決定

者に提供することである。そこで、第３章においては生態系経済学が未だ開発中の規程で

あることから、開発摘要中のおもな手法を紹介する。とりわけ、現代と将来の世代間、世

界の中の地域間、開発の段階間の間の、倫理的な選択という問題である。これらのことを

考慮しないなら、ミレニアム発展目標を達成することはできない。 
 
いくつかの有力な政策が実施に移されている。第４章において、いくつかの国で実施され

ており、今後、改良発展が期待され、他の地域でも再現すべき事例を紹介している。これ

らの例は様々な異なった分野に由来しているが、生態系と生物多様性の経済学に開発にと

って共通のメッセージを送っている。 
 次世代の利益のために現在の補助金を再考する 
 新たな市場を創設し適切な政策手段を導入することにより、現在認められていない生

態系のサービスに対価を払い、生態系の破壊のコストを考慮する 
 保全の効用を共有する 
 生態系サービスの費用と便益を測定する 

 
フェーズⅡ 



 
フェーズⅡにおいて我々が検討する経済的な手段は、空間特定的であり、生態系がどのよ

うに機能し、そのサービスがどのように伝播されるかについての我々の知識に基づくもの

である。我々は、生態系と関連するサービスが特定の政策に応じて変化するかを分析する

であろう。倫理的事項、公平性、自然の過程と人間の行動におけるリスクと不透明性を考

慮することが重要である。 
 
ほとんどの生物多様性と生態系の効用は公共財であり価格がない。この問題を解決するの

にいくつかの手法がある。特に、公共財の流れを保全すること対する対価の支払い、生態

系サービスの供給と使用に関する取引価格を設定するコンプライアンス市場とも言うべき

ものの推奨などである。一例を示せば、生態系サービスへの支払い（PES)。これは、生物
多様性の悪化や持続可能な発展を阻害する不均衡を是正する要求を創造する。フェーズⅡ

は PESへの投資事例その他の事例を検討することになるだろう。 
 
新たな市場はすでに、生物多様性と生態系サービスへの支払いと支持を形成しつつある。

成功するためには適切な制度的な枠組み、刺激策、融資、監督、すなわち投資と資源が必

要である。過去において、国家は唯一生態系の管理に責任があるものとされてきた。しか

し、市場が、時には公的な資金によらず、役割を果たす必要があることが明白になってき

た。 
 
もっとも基礎的な要請は、経済の状況を示す GDPに代わる指標を開発することである。国
民経済計算の仕組みがより包括的なものとなり、生態系と生物多様性のサービスを考慮で

きるようにする必要がある。これらの効用を組み入れることにより、保全の方策への適切

な財政措置を策定し採用するように政策決定者を支援することになる。 
 
国家、企業、個人は地球の自然資源を利用するコストと政策の結果に対する正確な認識が

必要である。我々は生物多様性と自然生態系の真の価値を反映した政策は、生態系の物資

やサービスなかんずく食糧と水の透明性のある社会的に公平な仕方で提供することにより、

持続可能な開発に寄与するものである。このことは、単に生物多様性、生態系そして生態

系サービスを保全するだけでなく、現在及び将来の人類の生活の質を改善するものである。 
 
もしも、我々がこの高い目標を達成しようとするなら、国家と国際機関、学会、企業、市

民社会における知識技能及び才能を引き上げなければならない。我々は、2009 年と 2010
年に向けて、開かれた柔軟な制度的、協働した、さらに実質を伴った計画が実施されるこ

とを期待している。 
 


